
ま
ち
の
話
題

特
集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

発行 ・ 編集／仁木町総務課   〒048-2492 北海道余市郡仁木町西町１丁目36番地1　TEL（0135）32-2511　FAX（0135）32-2700
HP ： www.town.niki.hokkaido.jp　　www.facebook.com/town.niki.hokkaido/　印刷 ： 岩橋印刷株式会社（札幌市）

この春、町内では25名の
新一年生の皆さんが小学校
生活をスタートさせまし
た。お兄さん、お姉さんと
一緒に初めての登校。交通
安全指導員さんに見守られ
て横断歩道を渡ります。交
通ルールを身に着けるに
は、日々の積み重ねが大切
です。地域全体で、新一年
生の安全と健やかな成長を
見守りましょう。（撮影場
所／北町）今月の表紙 ●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

広
報
仁
木
で
は
、

広
報
の
表
紙
を
飾

る
、
町
内
の
四
季

を
切
り
取
っ
た
写

真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
い

た
だ
い
た
写
真
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

『
と
っ
て
お
き
の

仁
木
町
』
の
写
真

を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
応
募

方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

表
紙
写
真
募
集
中

特
　集

令
和
３
年
度  
仁
木
町
予
算
成
立

仁木町地域おこし協力隊コラム

●ひとの動き　（令和３年３月31日現在 住民基本台帳より）
　人口／3,147人（前月比－28）  男性／1,524人（前月比－23）  女性／1,623人（前月比－5）  世帯数／1,652世帯（前月比－６）
　外国人人口／42人  男性／7人  女性／35人  世帯数／37世帯　※外国人人口及び世帯数は外数です

の
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
任
期
３
年
目
が
ス

タ
ー
ト
。
あ
と
１
年
の
任
期
を
残
す

中
で
、
今
春
よ
り
新
米
ワ
イ
ン
ぶ
ど

う
農
家
と
し
て
耕
作
を
開
始
で
き
る

こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。
農
地
の

取
得
か
ら
営
農
計
画
の
作
成
、
融
資

の
手
続
き
、
そ
し
て
何
よ
り
栽
培
・

醸
造
の
研
修…

一
人
ひ
と
り
の
お
名

前
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
こ
こ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆

さ
ま
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
一
番
の
目
標
は
圃
場
整

備
。
譲
り
受
け
た
農
地
に
残
る
古
い

果
樹
や
防
風
林
を
伐
採
・
除
去
し
、

土
壌
の
改
善
を
進
め
て
、
来
年
以
降

の
本
格
的
な
作
付
け
に
向
け
て
じ
っ

く
り
備
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
少

し
で
す
が
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
苗
も

植
え
て
一
部
栽
培
を
始
め
る
予
定
で

す
。
近
年
の
苗
木
の
入
手
難
か
ら
、

今
年
の
作
付
け
は
無
理
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
幸
運
に
も
苗

木
の
手
配
の
メ
ド
が
つ
き
、
予
定
を

早
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。来
年
・

再
来
年
は
約
１
ha
ず
つ
段
階
的
に
作

付
面
積
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
品
種

は
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
、
シ
ャ
ル
ド
ネ

を
中
心
に
、
そ
の
他
の
品
種
も
４
〜

こ

仁木町
地
域

お
こし協力

隊
コ
ラ

ム

No.38

なぁ～に。地域をおこすって

仁木町地域おこし協力隊コラム

42021
令和３年

北海道仁木町広報紙／令和３年４月15日発行 通算797号

仁木町地域おこし協力隊

中　村　　　歩福  光  賢  治

５
種
類
織
り
混
ぜ
て
植
え
る
予
定
で

す
。

　
圃
場
は
東
町
の
フ
ル
ー
ツ
街
道
沿

い
の
高
台
に
あ
り
ま
す
。
近
隣
に
も

仁
木
・
余
市
を
跨
い
で
南
北
に
ワ
イ

ナ
リ
ー
が
点
在
し
、
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う

畑
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
東
の
山

を
越
え
れ
ば
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
栽
培
の

メ
ッ
カ
、
余
市
・
登
地
区
で
す
。
自

分
は
ま
だ
ほ
ん
の
駆
け
出
し
で
す

が
、
先
行
す
る
旭
台
エ
リ
ア
に
続
く

産
地
に
な
っ
て
い
け
れ
ば…

と
期
待

が
膨
ら
み
ま
す
。

　
過
去
２
年
間
、
仁
木
・
余
市
は
も

ち
ろ
ん
、
道
内
各
地
で
の
研
修
や
圃

場
の
見
学
を
通
じ
て
、
道
内
の
新
し

い
生
産
者
と
の
面
識
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
従
来
栽
培
が
難
し
い
と
言
わ

れ
て
い
た
地
域
で
も
果
敢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
生
産
者
か
ら
は
大
き

な
勇
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
北

海
道
全
体
で
ワ
イ
ン
作
り
の
気
運
が

盛
り
上
が
る
中
、
そ
う
し
た
動
き
を

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
仁
木
で
ワ
イ
ン

ぶ
ど
う
農
家
を
始
め
る
メ
リ
ッ
ト
も

感
じ
て
い
ま
す
。①
気
候
条
件
に
恵

ま
れ
て
い
て
、
凍
害
な
ど
の
リ
ス
ク

が
少
な
い
②
先
輩
生
産
者
が
多
く
、

知
識
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
③
新
規

就
農
の
仲
間
も
多
く
、
サ
ポ
ー
ト
し

合
え
る
環
境
④
町
が
新
規
就
農
者
の

受
け
入
れ
に
寛
容
、
な
ど
な
ど
。

　
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
条
件
を
活
か

し
な
が
ら
、
早
く
自
立
し
た
生
産
者

に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
自
分
の

畑
で
の
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ワインぶどう農家としての
スタートラインに立ちました！
ワインぶどう農家としての
スタートラインに立ちました！



　
仁
木
町
の
財
政
状
況
は
、令
和

元
年
度
（
平
成
31
年
度
）
決
算
の

財
政
健
全
化
を
示
す
健
全
化
判

断
比
率
が
、
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
、実
質
公
債
費

比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
い
ず

れ
も
早
期
健
全
化
判
断
基
準
を

下
回
っ
て
い
る
状
態
で
、現
段
階

に
お
い
て
逼
迫
し
た
財
政
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、道
内
の
多

く
の
市
町
村
同
様
、地
方
交
付
税

な
ど
他
に
依
存
す
る
財
源
が
歳

入
全
体
の
多
く
を
占
め
て
お
り
、

財
政
基
盤
の
脆
弱
さ
は
、財
政
運

営
上
の
大
き
な
懸
念
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、町
債
や
基
金
の
適
切

な
管
理
に
よ
っ
て
将
来
の
世
代

へ
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
、今

後
を
見
据
え
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
健
全
な
財
政
基
盤
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
月
の
特
集
で
は
、３
月
に
成

立
し
た
令
和
３
年
度
仁
木
町
予

算
と
、主
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

特別会計 ●国民健康保険事業特別会計　 184,374千円　　　●簡易水道事業特別会計　462,985千円
●後期高齢者医療特別会計　　  75,224千円

38億850万1千円●令和３年度一般会計予算総額 （前年度比 ＋１億9337万２千円  ＋5.3％）

歳　入

▼国・道支出金は、国庫支出金・道支出金です▼交付金等は、地方譲
与税・利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金・法人
事業税交付金・地方消費税交付金・ゴルフ場利用税交付金・環境性能
割交付金・地方特例交付金・交通安全対策特別交付金です▼その他
は、分担金及び負担金・財産収入・繰越金・諸収入です

▼その他は、議会費・労働費・災害復旧費・諸支出金・予備費です

38億
850万1千円

歳　出

38億
850万1千円

令和３年３月に行われた令和３年第１回定例町議会。
本年度の仁木町予算が可決され、令和３年度がスタートしました●

令
和
３
年
度
予
算
の
主
な
事
業

　
令
和
３
年
度
予
算
は
、
５
月

に
町
長
の
改
選
を
控
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
経
常
的
・
継
続
的

事
業
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算

と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
に

あ
っ
て
も
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
、
複
雑
化
・
多
様
化
す

る
地
域
課
題
、
災
害
の
頻
発
な

ど
様
々
な
課
題
が
山
積
し
、
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
自
主
財
源
の
根
幹
と
な
る

町
税
な
ど
の
安
定
的
な
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
事
業
の
優

先
度
や
効
果
、
積
算
根
拠
な
ど

内
容
の
精
査
・
検
証
を
行
い
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が

発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
予
算
の
効

率
的
・
効
果
的
な
配
分
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
令
和
３
年
度
に

実
施
さ
れ
る
主
な
事
業
を
「
暮

ら
し
」・「
産
業
」・「
教
育
」
の

分
野
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

■後期高齢者歯科健康診査事業

予算額／ 90千円
75歳以上の方の健康保持増進のため、
口腔機能の低下や誤嚥性肺炎などの疾病
の予防を目的に、問診、歯・咬合の状

態、口腔内や歯周組織の状況などの歯科健康診査
を実施します。

事業概要

新規

町内への定住促進を目的に、1,000万円
以上の住宅を新築した場合は、一戸当た
り200万円、500万円以上のリフォーム

をした場合には、一戸当たり100万円の補助を行い
ます。

■定住促進住宅補助金

予算額／ 18,000千円

事業概要

継続

■公衆無線ＬＡＮ環境整備事業

予算額／ 7,750千円
防災拠点・避難所としての機能を強化
することを目的に、防災拠点及び指定
避難所である町民センターを含む役場

庁舎、大江コミュニティセンター、大江へき地保
育所にWi-Fiを設置し、災害時の円滑な情報伝達
や避難誘導が実施できる環境を整備します。

事業概要

新規

■ふれあい収集事業

予算額／ 847千円
日々のごみ出しに困っている一人暮らし
の高齢者や障がい者への支援を目的に、
戸別訪問し、声掛けによる安否確認を行

いながらごみ収集をお手伝いします。

事業概要

継続 ■合併処理浄化槽整備事業

予算額／ 25,333千円
生活環境の保全や、公衆衛生の向上を
目的に、合併処理浄化槽の設置工事に
対して、浄化槽本体工事費にかかる補

助基準額（80％）を補助します。

事業概要

継続

■防災関連経費

予算額／ 9,031千円
地域防災・減災力を強化することを目的
に、余市川の水害に備える大型排水ポン
プの更新や、避難施設などに備える折り

畳み式簡易ベッドや備蓄食料を配備するほか、原子
力災害や自然災害の発生に備えた、避難や避難所開
設などの訓練を行います。

事業概要

継続

この事業は、令和元年度に策定した「（仮
称）仁木町子育て支援拠点施設整備構想」
に基づき、現行の保育所・学童保育・地

域子育て支援拠点をベースに、新たに「児童館」を
加えた施設の建設を進める事業です。
令和５年度からの供用開始を目指し、今年度は実施
設計を実施し、建築・機械・電気設備などの分野
で、より具体的な設計を行うほか、施設用地内での
地質調査、用地買収などを行います。

■（仮称）子育て支援拠点施設建設事業

予算額／ 112,570千円

事業概要

継続

令
和
３
年
度

仁
木
町

予
算
成
立

地方交付税（47.0％）
1,790,000千円

国・道支出金（14.8％）
562,185千円

町税（8.4％）
320,555千円

町債（9.5％）
362,600千円

使用料及び
手数料（1.8％）
68,709千円

交付金等（3.5％）
133,390千円

寄附金（5.3％）
200,010千円

繰入金（7.6％）
288,045千円

その他（2.1％）
 83,007千円

総務費（16.8％）
639,202千円

民生費（24.5％）
934,385千円

衛生費（12.1％）
461,469千円

農林水産業費（6.6％）
249,976千円

商工費（4.8％）
183,493千円

土木費（9.2％）
349,799千円

消防費（5.3％）
201,024千円

教育費（6.7％）
254,440千円

公債費（12.5％）
475,874千円

その他（1.5％）
58,839千円

最
小
の
経
費
で

　
　
　
最
大
の
効
果
を

産
業

教育

暮ら
し

ひ
っ
ぱ
く

ぜ
い
じ
ゃ
く

ひ
ん
ぱ
つ

こ
ん
か
ん

け
　
ね
ん

高
齢
者
福
祉
・
子
育
て
支
援
・

定
住
促
進
・
災
害
対
策
な
ど
の

事
業
を
と
お
し
、
住
み
や
す
く

魅
力
的
、
安
心
安
全
な
仁
木
町

で
の
暮
ら
し
を
提
供
す
る
取
組

を
進
め
ま
す
。

けんこう  ほ   じ   ぞうしん

ご  えんせいはいえん

こうごう

がっぺいしょ  りじょう  か  そう

げんさい

こうくう

暮ら
し

3 令和３年４月 2令和３年４月

ま
ち
の
話
題

特
集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
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ス
ワ
ク
チ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
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の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
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町
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言
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特
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お問い合わせ先　ほけん課保健係　☎32-2514

接種には優先
順位があります。
　国は全国民にワクチ
ンを無料で提供すると
していますが、ワクチ

ンの調達が段階的になることから、ま
ず、重症者や死亡者を減らし、医療従事
者を守るための優先接種を行います。仁
木町においても医療従事者等に続き、国
の示す順位で接種していく予定です。

　他のワクチンと同じように新型コロナウイルスワクチンの接種後にも、接種部位の痛
み、発熱、頭痛などの「副反応」が生じる可能性があります。治療を要したり、障害が
残るほどの副反応は極めて稀であるものの、ゼロではありません。
　また、接種による急性アレルギー反応（アナフィラキシーショック）の発生頻度は、

アメリカで100万人に５人程度と報告されています。日本では接種後に会場などで15～30分経過観察する
ことになっており、もし急性アレルギー反応が起きても医療従事者が必要な対応を行います。

どんなワクチンにも、副反応が起こる可能性があります。

ワクチンについて正しく知ったうえで、判断しましょう。
　国は新型コロナウイルスワクチンを承認し、接種を推奨しています。国内外の数万人の
データから、発症予防効果などワクチン接種のメリットが、副反応というデメリットより
も大きいことを確認しています。
　詳しく知りたい方は、厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター（☎0120-761-770 

土日祝を含む9:00～21:00）への相談や厚生労働省ホームページの掲載情報をご参照ください。　
　ワクチンの接種はご本人の同意を受けて行うものであり、持病のある方や治療中の方などは、かかりつ
け医などの医療機関に相談し、接種についてご判断ください。

４

医療従事者等

高齢者（65 歳以上）

基礎疾患を有する者
高齢者施設等の従事者
60 歳から 64 歳までの者 

上記以外の者（16 歳以上）

－

４月23日頃

●接種順位

順位 接種券発送時期（予定）

実施中

５月以降

決まり次第、お知らせします

接種時期（予定）区　　　　分

１

2

３

※ワクチン供給状況に応じ、対象者の区分等が変更になる可能性があります

　北後志５町村（仁木、余市、古平、積丹、赤井川）にある15医療機関を予定していま
す。具体的な場所や予約方法などについては関係機関と調整しています。接種の時期が近
づきましたら、改めてお知らせします。

新型コロナウイルスワクチンの接種場所について。

新型コロナウイルスワクチン接種に関する相談は下記まで

受付時間：午前９時から午後５時まで
※土日祝も実施☎0570-060-550

北後志新型コロナウイルスワクチンコールセンター

　
全
人
類
に
と
っ
て
持
続
可
能
か
つ
安
全

で
、
よ
り
豊
か
な
地
球
を
作
り
上
げ
る
と
い

う
目
標
の
実
現
に
向
け
国
連
で
設
定
さ
れ

た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

を
、
本
町
の
新
た
な
総
合
計
画
で
も
関
連
目

標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
に
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
」
と
い
う
目
標
が
あ
り
、
そ
の
実
現
の

た
め
に
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
地

域
の
脆
弱
化
、
異
常
気
象
の
頻
発
に
よ
る
自

然
災
害
リ
ス
ク
の
増
大
な
ど
、
多
く
の
課
題

を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
の
未
来
を
見
据
え
、
前
例
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
柔
軟
で
大
胆
な
発
想
と
挑
戦

し
続
け
る
行
動
力
を
も
っ
て
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
の
対
話
を
大
切
に
、
そ
の
声
を
し
っ
か

り
と
心
に
刻
み
な
が
ら
、
職
員
と
一
丸
と

な
っ
て
、
未
来
に
向
け
持
続
可
能
な
仁
木
町

を
作
り
上
げ
る
た
め
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
産
基
盤
の
充
実
、
遊
休
農
地
の
活
用
や
担

い
手
の
育
成
な
ど
、
収
益
性
の
高
い
地
域
農

業
を
中
心
に
、
商
業
・
産
業
・
観
光
と
の
複

合
的
な
展
開
に
よ
り
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

「
い
つ
ま
で
も
・
い
つ
で
も

学
べ
る
町
」
の
実
現
に
向

け
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

未
来
に
向
け

持
続
可
能
な
仁
木
町
を

■ふるさと納税特産品贈呈事業

予算額／ 128,120千円
ふるさと納税寄付者に、感謝の気持ち
を込め地元特産品を贈呈し、仁木町を
ＰＲすることで、町内産業の活性化を

図ります。

事業概要

継続

新規就農者・新規農業後継者など、新
たに農業経営を開始する方、新たに農
業へ参入する方の円滑な経営展開を支

援することを目的に、奨励金を支給します。

■農業担い手育成事業補助金

予算額／ 3,000千円
事業概要

継続

子育て世帯の経済的な負担を軽減する
ため、小中学校へ同時に２人以上通学
する児童生徒の保護者に対し、２人目

半額、３人目以降全額の学校給食費の助成を行い
ます。

■学校給食費補助事業

予算額／ 1,890千円
事業概要

高等学校生徒の通学及び下宿にかかる
経費負担を軽減するため、通学費など
の一部を補助します。

■高等学校生徒通学費等補助事業

予算額／ 2,503千円
事業概要

継続

稲作の低コスト生産や省力化を目的
に、畦畔除去による水田の区画拡大な
ど、簡易な基盤整備工事への補助を行

います。

■農業基盤整備促進事業

予算額／ 7,112千円
事業概要

継続

■ＩＣＴ支援員

予算額／ 858千円
令和２年度に整備したタブレット端末
の活用促進のため、小中学校にＩＣＴ
のサポート体制を整えます。

事業概要

新規

継続

産業

教育

●
佐
藤
町
長
か
ら

●
佐
藤
町
長
か
ら

「
い
つ
ま
で
も
・
い
つ
で
も

学
べ
る
町
」
の
実
現
に
向

け
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

生
産
基
盤
の
充
実
、
遊
休
農
地
の
活
用
や
担

い
手
の
育
成
な
ど
、
収
益
性
の
高
い
地
域
農

業
を
中
心
に
、
商
業
・
産
業
・
観
光
と
の
複

合
的
な
展
開
に
よ
り
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

近年増加している農作別への有害鳥獣
被害を軽減するため、箱わな・くくり
わな・電気柵・鹿用音響発光忌避機材

購入費用の一部を補助します。

■有害鳥獣被害防止対策機器設置補助事業

予算額／ 600千円
事業概要

継続

しかようおんきょうはっこう き　 ひ

けいはん

５ 令和３年４月 ４令和３年４月

ま
ち
の
話
題

特
集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

接種費用

（全額公費）
無料知っておいてほしいこと

新型コロナウイルスワクチンの接種についてinfo

※掲載情報は令和３年３月12日現在、国が示す資料に基づき作成しています
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ま
ち
の
話
題

特
集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

◎学校教育（３項目）
  ・「教育内容の充実」
  ・「教育環境の充実」
  ・「学校給食の充実」
◎生涯学習（４項目）
  ・「いつまでも学習の推進」
  ・「スポーツ活動の振興」
  ・「文化・芸術活動の創出」
  ・「社会教育施設の適切な管理」

令
和
３
年
度
が
始
動
！

未 来 へ つ な ぐ
教 育 の 創 造 を め ざ し て

未 来 へ つ な ぐ
教 育 の 創 造 を め ざ し て

●児童・生徒作品集
　
わ
た
し
は
、
正
直
に
言
う
と
漢
字
が
き
れ
い
に
書
け
な
い
。
漢

字
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
字
を
書
く
こ
と
自
体
、
得
意
で
は
な

い
。
漢
字
の
プ
リ
ン
ト
が
宿
題
に
出
た
と
き
は
、「
ま
た
、
漢
字

の
プ
リ
ン
ト
だ
。」
と
不
安
に
な
っ
た
。

　
み
ん
な
は
字
を
き
れ
い
に
書
け
る
の
に
、
自
分
だ
け
字
を
き
れ

い
に
書
け
な
い
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
く
や
し
か
っ
た
。
字
を
き

れ
い
に
書
き
た
く
て
練
習
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
書
け
な
か
っ
た
。

練
習
を
し
て
い
る
わ
た
し
に
、
お
父
さ
ん
か
ら
字
を
て
い
ね
い
に

書
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
。
休
み
の
日
に
、
家
で
自
主
勉
強

や
ド
リ
ル
で
練
習
を
し
て
も
、
あ
ま
り
上
手
に
書
け
な
か
っ
た
。

お
父
さ
ん
か
ら
も
う
一
つ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
参
考
に

し
て
字
を
書
い
て
み
た
ら
、「
上
手
だ
ね
」
と
言
わ
れ
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
。

　
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
お
父
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
だ
。
ま
た
、
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
た
自
分
が
す
ご
く
成
長
し
た

と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
漢
字
を
き
れ
い
に
書
け
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

仁
木
小
学
校  

５
年

藤
　
田
　
和
　
心

わ
　
　
　 

こ

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
の
教
育
行
政
を
円
滑
に
推
進
で

き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
内
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
既
に
１
年
以
上
が
経
過

し
、
そ
の
間
、
各
施
設
の
閉
鎖
や
学
校
の
一
斉
休
業
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
や
規
模
の
縮
小
、
さ
ら
に
は
慣
れ
な
い
新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
等
、
町
民
の
皆
さ

ま
や
各
種
団
体
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
気
持
ち
新
た
に
令

和
３
年
度
を
始
動
い
た
し
ま
す
。
　

委員会
　 だより

13
No.

　
本
を
読
む
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
は
、
子
供
の

成
長
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。大
人
に
と
っ

て
も
子
ど
も
の
読
書
の
大
切
さ
を
考
え
る
大
切

な
機
会
で
す
。
こ
の
機
会
に
図
書
室
を
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

４
月
23
日
は
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で
す
！

が
ん
ば
っ
た
自
分

　
３
月
19
日
に
行
わ
れ
た
第
93
回
選
抜
高
等
学

校
野
球
選
手
権
第
１
試
合
に
、
本
町
出
身
の
関

虎
大
朗
さ
ん
が
、
北
海
高
校
の
８
番
セ
ン
タ
ー

で
先
発
出
場
を
果
た
し
、
本
町
出
身
の
選
手
と

し
て
は
30
年
ぶ
り
の
快
挙
を
果
た
し
ま
し
た
！

　
関
さ
ん
は
、
５
打
数
２
安
打
１
盗
塁
の
活
躍

を
見
せ
ま
し
た
が
、
試
合
は
惜
し
く
も
10
回
サ

ヨ
ナ
ラ
負
け
を
喫
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　  

関 

虎
大
朗
さ
ん

祝
・
甲
子
園
大
会
出
場
！

北
海
高
校
２
年

　
北
後
志
消
防

組
合
仁
木
消
防

団
、
金
子
英
治

団
長
よ
り
、
新

小
学
１
年
生
に

入
学
記
念
品
と

し
て
、
お
米

（
ゆ
め
ぴ
り

か
）
を
１
升

（
計
30
袋
）
ご

寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
温
ま
る
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
金
子
団
長
か
ら
は
、
「
夢
を
一
生
、
持
ち
続

け
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
の
で
、
ゆ
め
ぴ

り
か
を
１
人
に
１
升
寄
附
し
ま
す
」
と
、
新
１

年
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
開
始
い
た
し

ま
す
第
６
期
仁
木
町
総
合
計
画
に
併
せ
ま
し
て

仁
木
町
教
育
大
綱
を
改
訂
し
、
今
後
５
年
間
を

見
通
し
た
中
で
、「
町
民
に
質
の
高
い
教
育
を
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
豊
か

さ
を
育
む
確
か
な
教
育
の
創
造
」
と
「
う
る
お

い
と
や
す
ら
ぎ
を
生
む
心
の
豊
か
さ
と
文
化
の

創
造
」
を
目
標
と
す
る
こ
と
や
、
第
６
期
仁
木

町
総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
魅
力
あ
る
、

住
み
よ
い
、
個
人
の
主
体
性
と
地
域
の
共
生
・

調
和
を
大
切
に
す
る
ま
ち
〜
す
べ
て
は
未
来
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
〜
」
の
具
現
化
に
向
け
、

学
校
教
育
で
３
項
目
、
生
涯
学
習
で
４
項
目
の

重
点
を
定
め
ま
し
た
。

　
主
な
施
策
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年
度
整
備
し

ま
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
し
た
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
を

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
や
、
英
語
力
を
育
成
さ

せ
て
い
く
こ
と
、
地
域
と
共
通
の
目
標
を
持
っ

て
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
む
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
様
々
な
社

会
変
化
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、
仁
木
町
の
輝
く

未
来
を
築
き
、
幸
福
な
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行

政
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、一
丸
と
な
っ
て

本
町
教
育
の
充
実
・
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
参
画
と
、
ご
理

解
、ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
米
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

●

●

●

●

　
令
和
３
年
度
が
始
動
！

銀山中 教頭
杉山　光宏
（泊村／泊中）

仁木中 教諭
武田　尚憲

（神恵内村／神恵内中）

仁木小 教諭
松林　　純

（共和町／西陵小）

仁木中 教諭
井上　公明

（余市町／東中）

銀山中 教諭
川田　匡代

（小樽市／西陵中）

銀山小 教頭
森木　真也

（積丹町／余別小）

仁木小 栄養教諭
岩本　美奈子
（倶知安町／倶知安小）

仁木中 教諭
増子　芳朗

（京極町／京極中）

銀山小 教諭
野口　貴史

（積丹町／野塚小）

仁木中 教諭
鈴木美智恵

（小樽市／潮見台中）

仁木中 教諭
池田　美佳

（小樽市／朝里中）

銀山中 教諭
小林　幸博

（留寿都村／留寿都中）

銀山中 教諭
中里　昌興

（根室市／光洋中）

再
　
任
　
用

銀
山
中 

教
諭
　
秋
山
　
秀
也

仁
木
中 

事
務
職
員
　
山
田
　
弘
幸

期
限
付
採
用

銀
山
小 

教
諭
　
澤
田
絵
巳
子

（
銀
山
小
）

銀
山
中 

教
諭
　
丸
山
　
渉
平

（
登
別
市
／
鷲
別
中
）

転
　
　
　
出

 

船
橋
　
武
夫

（
銀
山
中
／
留
寿
都
村
　
留
寿
都
中
　
校
長
）

 

作
田
　
　
稔

（
銀
山
小
／
千
歳
市
　
北
栄
小
　
教
頭
）

 

佐
々
木
英
俊

（
仁
木
中
／
島
牧
村
　
島
牧
中
　
教
頭
）

 

秋
田
谷
　
雪

（
仁
木
小
／
古
平
町
　
古
平
小
　
教
諭
）

 

飛
鳥
　
貴
俊

（
仁
木
小
／
島
牧
村
　
島
牧
小
　
教
諭
）

 

竹
内
　
夕
香

（
仁
木
中
／
小
樽
市
　
朝
里
中
　
教
諭
）

 

野
澤
　
慎
也

（
仁
木
中
／
留
寿
都
村
　
留
寿
都
中
　
教
諭
）

 

佐
藤
　
輝
記

（
銀
山
小
／
京
極
町
　
京
極
中
　
教
諭
）

 

伊
藤
　
聡
子

（
銀
山
小
／
共
和
町
　
東
陽
小
　
教
諭
）

 

川
内
　
尚
恵

（
銀
山
中
／
余
市
町
　
西
中
　
教
諭
）

 

中
村
　
喜
行

（
銀
山
中
／
泊
村
　
泊
中
　
教
諭
）

 

山
室
　
洋
平

（
銀
山
中
／
共
和
町
　
共
和
中
　
教
諭
）

退
　
　
　
職

 

佐
藤
　
　
忍
（
仁
木
小 

栄
養
教
諭
）

（
　
）
内
は
前
任
地
／
転
出
先
等  

敬
称
略

　
４
月
の
人
事
異
動
等
で
、
町
内
小
中
学
校
へ
17
人
の
先
生
方
が
着
任
し
ま
し
た
。
転
出
、
退
職
さ
れ
た
先
生
方
と

あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。（
括
弧
内
は
前
任
地
　
敬
称
略
）

新
任
で
す
！ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

●内容へのご意見、お問い合わせは　仁木町教育委員会　☎32-3621 まで



●
花
粉
症
と
は

　
花
粉
症
は
花
粉
（
シ
ラ
カ
バ
、

イ
ネ
科
雑
草
な
ど
）
が
原
因
で
引

き
起
こ
さ
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
総
称
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

は
、
体
内
に
侵
入
し
た
異
物
に
対

す
る
免
疫
反
応
で
、
空
気
中
に
浮

遊
し
て
い
る
花
粉
が
鼻
や
目
の
粘

膜
に
付
着
す
る
と
、
体
の
細
胞
か

ら
ヒ
ス
タ
ミ
ン
な
ど
の
化
学
物
質

が
放
出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
く
し
ゃ
み
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま

り
の
３
大
症
状
や
目
の
か
ゆ
み
な

ど
の
様
々
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

ま
た
、
症
状
の
程
度
に
よ
っ
て

は
、
疲
労
感
や
食
欲
不
振
な
ど
の

全
身
症
状
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

●
花
粉
症
と
風
邪
の
違
い

　
花
粉
症
と
風
邪
の
症
状
は
似
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
風
邪
と
勘

違
い
し
て
治
療
が
遅
れ
、
症
状
を

悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
花
粉
症
に
当
て
は
ま
る
症
状
が

１
週
間
以
上
も
続
く
場
合
は
、
花

花粉症の季節を
乗り切りましょう

粉
症
を
疑
っ
て
早
め
に
受
診
し
、

適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
花
粉
症
の
治
療
法
は
薬

物
療
法
な
ど
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
完
治
は
難
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
症
状
を
緩
和
す
る
に
は
花
粉

を
寄
せ
つ
け
な
い
こ
と
が
一
番
の

対
処
法
で
す
。

●
花
粉
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
天
気
予
報
、
花
粉
情
報
を
意
識

す
る
（
「
晴
れ
の
日
」
「
風
の

強
い
日
」
に
花
粉
が
飛
散
し
や

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）
。

・
外
出
時
は
マ
ス
ク
や
眼
鏡
を
着

用
す
る
。

・
室
内
に
花
粉
を
持
ち
込
ま
な

い
よ
う
に
す
る
（
家
に
入
る

前
に
洋
服
や
髪
の
毛
に
付
い

て
い
る
花
粉
を
落
と
す
、
洗

濯
物
は
叩
い
て
取
り
込
む
、

家
の
掃
除
を
こ
ま
め
に
す
る

な
ど
）
。

・
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
や
、
喫
煙

を
控
え
る
（
お
酒
や
た
ば
こ

は
鼻
の
粘
膜
を
刺
激
し
て
鼻

づ
ま
り
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
と

な
り
ま
す
）
。

　
花
粉
症
は
体
力
や
免
疫
力
が

低
下
し
て
い
る
と
重
症
化
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
花
粉
症
の
方

も
そ
う
で
な
い
方
も
、
普
段
か

ら
花
粉
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
睡

眠
不
足
や
運
動
不
足
も
自
律
神

経
の
働
き
や
免
疫
機
能
を
乱

し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
引
き

起
こ
す
要
因
と
な
り
ま
す
の

で
、
普
段
か
ら
規
則
正
し
い
生

活
を
心
が
け
、
辛
い
花
粉
症
の

季
節
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
鼻
水
な
ど
い
く
つ
か

の
症
状
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
も
見
ら
れ
る
た

め
、
体
調
が
悪
い
と
き
は
医
療

機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

ま ち の 話 題
町で起こった  あんな事！ こんな事！

町内のできごと、行事、イベントなどを写真付きで
ご紹介。町では広報紙、ホームページ、ＳＮＳなど
へ掲載のため、撮影・取材活動を行っています。皆
さまのご理解とご協力をお願いします。

NEWS

　
４
月
に
入
り
、
雪
解
け
も
進
み
春
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
で
す
が
、
皆
さ
ま
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
毎
年
花
粉
症
で

苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
症
状
が
重
く

な
る
と
、
仕
事
や
学
校
、
日
常
生
活
に
ま
で
支
障
を
き
た
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
花
粉
症
の
原
因
や
症
状
を
知
り
、
症
状
緩
和
や
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
今
ま
で
花
粉
症
で
は
な
か
っ
た
方

も
突
然
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
花
粉
症
の
予
防
法
を
紹
介
し
ま
す
の
で
是
非
参
考
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

くしゃみ

症状等 花 粉 症 風 邪

連続して出る

鼻づまり

目のかゆみ

発 熱

期 間

そ の 他

鼻 み ず 透明でサラサラしてい
る

風邪より重症で鼻で息
ができないこともある

涙が出て、かゆみを伴
うことが多い

一般的に熱は出ない

花粉がある限り長期間

外出で悪化する

１回につき１～２回

最初は透明であっても次第
に黄色くねっとりしてくる

比較的症状は軽い

ほとんどない

熱が出ることが多い

１週間程度

咽頭痛、咳などの症状
がみられる

　
３
月
31
日
付
け
で
、
平
成
28
年
４
月

か
ら
５
年
間
、
北
海
道
札
幌
方
面
余
市

警
察
署
銀
山
駐
在
所
長
を
務
め
ら
れ
て

い
た
藤
根
拓
朗
巡
査
部
長
が
、
北
海
道

岩
見
沢
警
察
署
へ
異
動
と
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
温
厚
な
人
柄
で
地
域
か
ら
愛
さ

れ
た
藤
根
さ
ん
は
「
治
安
の
乱
れ
は
、

ほ
ん
の
小
さ
な
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
新
た
に
赴
任
す
る
駐
在

所
長
と
協
力
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

地
域
の
治
安
を
高
め
る
取
り
組
み
を
続

け
、
私
の
大
好
き
な
暮
ら
し
や
す
く
、

素
敵
な
仁
木
町
を
守
っ
て
欲
し
い
で

す
」
と
お
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
３
月
17
日
、
仁
木
手
話
の

会
が
町
内
の
小
中
学
校
４
校

へ
、
手
話
に
関
す
る
書
籍
な

ど
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
東
郷
昌
弘
会
長
は

「
児
童
・
生
徒
だ
け
で
な
く
、

教
師
の
皆
さ
ま
に
も
手
話
に

興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
手
話
や
聾
者
に
つ
い

て
学
ぼ
う
と
い
う
動
き
が
高

ま
り
、
手
話
普
及
の
き
っ
か

け
に
な
る
と
嬉
し
い
で
す

ね
」
と
お
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
も

素
敵
な
仁
木
町
で

銀
山
駐
在
所
長 

藤
根
拓
朗
巡
査
部
長

藤根巡査部長（写真前
列左から２番目）の見
送りに集まった仁木町
交通安全推進委員会交
通安全指導員の皆さ
ま。「頑張ってくださ
い。また会いましょ
う」と別れを惜しみま
した

写真左から齋藤仁木中学校長、庵銀山中学校
長、東郷会長、打矢銀山小学校長、吉田仁木小
学校教頭。「コロナ禍で会の活動ができません
でしたが、この取組で手話に興味を持ってもら
えたら」と東郷会長

北
海
道
産
業
貢
献
賞
農
業
関
係
功
労
者

新
藤

　
　勲 

氏
受
賞

賞

緑
十
字
銀
章 

交
通
安
全
功
労
者

渡

　
　
　淳 

氏
受
賞

賞

仁
木
手
話
の
会

手
話
普
及
に
向
け
て

　
東
町
在
住
の
新
藤
勲
さ
ん
（
写

真
左
）
が
北
海
道
産
業
貢
献
賞 

農

業
関
係
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
同
氏
は
平
成
14
年
以
来
、
北
海

道
果
樹
協
会
の
会
長
、
副
会
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
北
海
道
果
樹
の

認
知
度
向
上
や
、
そ
の
生
産
技
術

研
鑽
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

22
年
に
同
協
会
会
長
に
就
任
さ
れ

て
か
ら
は
、
平
成
24
年
度
に
生
産

者
が
消
費
者
に
、
直
接
道
産
果
樹

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
フ
ル
ー
ツ
マ
ル

シ
ェ
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成

25
年
に
は
全
国
各
地
の
生
産
者
が

集
ま
る
「
全
国
サ
ク
ラ
ン
ボ
研
究

大
会
北
海
道
大
会
」
を
成
功
さ
せ

る
な
ど
、
果
樹
農
業
の
発
展
に
多

大
な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
然
別
在
住
の
渡
淳
氏
が
、
仁
木

町
で
は
初
と
な
る
交
通
栄
誉
章
緑

十
字
銀
章
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
昭
和
42
年
か
ら
仁
木
町

交
通
安
全
推
進
委
員
会
交
通
安
全

指
導
員
と
し
て
町
内
交
通
安
全
指

導
に
努
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
仁

木
町
交
通
安
全
協
会
、
副
会
長
・

会
長
を
歴
任
さ
れ
、
令
和
元
年
度

に
は
、
自
身
が
支
部
長
を
務
め
ら

れ
る
同
会
然
別
支
部
の
会
員
に
、

あ
お
り
運
転
被
害
抑
制
の
た
め
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
支
給
す
る

な
ど
、
時
世
の
流
れ
を
つ
か
ん
だ
、

適
切
、
効
果
的
な
交
通
安
全
活
動

を
精
力
的
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ふ

ゆ
う

ね
ん

ま
く

９ 令和３年４月 ８令和３年４月

ま
ち
の
話
題

特
集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板



町からのお知らせ
　仁木町が取り組んでいる各種事業・施策、国・北海道・関係
機関からのお知らせなど、暮らしに役立つ情報をご紹介します。
　活用してみたい制度や、気になる情報がありましたら、お気
軽にお問い合わせ先までご連絡ください。

お 問 い 合 わ せ 先住民課環境衛生係
☎32-2513

合併処理浄化槽設置に係る補助事業について

　町では、生活排水整備による公共用水域の水質汚濁防止や、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を目的と
して、仁木町に住所を有し、合併処理浄化槽の整備をする方を対象に、補助金を交付しています。
　この機会に合併処理浄化槽を設置しませんか。

１．補助対象となる方
⑴個人住宅（住宅兼店舗等、住宅を主体とした

建物を含む。）に新たに合併処理浄化槽を設
置しようとする方

⑵既存の単独処理浄化槽を撤去して、新たに合
併処理浄化槽を設置しようとする方

⑶集合住宅又は賃貸の戸建て住宅を建設し、合
併処理浄化槽を設置しようとする方

⑷大規模災害等により既設の合併処理浄化槽が
壊れ、合併処理浄化槽の再設置等を行う方

２．補助の対象となる経費
・合併処理浄化槽本体及び合併処理浄化槽の設

置工事費
・単独処理浄化槽から合併処理浄化槽に変更す

る場合、単独処理浄化槽の撤去費用及び宅内
配管工事費用

３．補助金の額
・合併処理浄化槽の設置費用の80％に相当する額

・設置する合併処理浄化槽の人槽により、補助の
上限額が次のとおり決められています。１１人槽
以上は別途ご相談ください。

　　※人槽区分と補助限度額
　　　・５人槽　　　　　　　９５９，０００円
　　　・６～７人槽　　　１，１０５，０００円
　　　・８～１０人槽　　１，３５６，０００円

　単独処理浄化槽から合併処理浄化槽に変えら
れる場合は、さらに対象経費（上限額あり）に
補助があります。

４．申込期間
　令和３年度に実施される方の申請受付は11月
末日までです。
　なお、令和４年度以降に要望のある方は担当
係にご相談ください。

●浄化槽設置補助金について、詳しい内容は、住
民課環境衛生係までお問い合わせください。

　申告・納付期限が延長されたことに伴い、振替納税をご利用されている方の振替納付日についても、次の
とおり延長されます。

※確実に振替納付できるよう、振替納付日の前日までに預貯金残高の確認をお願いします。振替納付日の変更により、所得税
及び復興特別所得税の振替納付日が延納期限と同じ令和３年５月31日（月）となるため、確定申告書に延納届出額を記載し
た場合であっても、上記振替納付日に納付いただく税額の全額が引落しされます。

余市税務署
☎22-2093（代表）

お 問 い 合 わ せ 先申告所得税、個人事業主の消費税振替
納付日について

当　　　　初税　　　　目 延　長　後
申 告 所 得 税

個 人 事 業 者 の 消 費 税

令和３年４月19日（月）

令和３年４月23日（金）

令和３年５月31日（月）
令和３年５月24日（月）

住民課環境衛生係
☎32-2513

お 問 い 合 わ せ 先

②畜犬登録料　　　　　 3,000円（犬の生涯に１回の登録で、登録後に鑑札を交付します）
③狂犬病予防注射料　　 2,690円（毎年１回です）
④予防注射済票交付料    　550円（予防注射１回につき１枚交付します）
　※つり銭の要らないようご協力願います。

⑤その他
⑴他市町村に転出する予定のある方は、変更手続きを行ってください。
⑵他市町村から転入してきた方は、鑑札の提示を求めますのでご用意願います。鑑札がない場合は新規所有

犬とみなすことがありますのでご留意願います。
⑶畜犬登録した飼い犬が既に死亡している場合、速やかに当係あて連絡願います。
⑷飼い犬が、他人を咬んだ等の事故が起きた場合、町に届け出をするようお願いします。

令和３年度畜犬登録及び狂犬病予防
注射の実施について

　新たに犬を飼うときは畜犬登録が必要です。また狂犬病予防注射は、毎年１回受けなければなりませんので、
犬を飼っている皆さまは、指定日時に最寄りの実施場所で、登録・予防注射を受けてください。
　令和３年度に、集団で実施する狂犬病予防注射に関しては５月のみとなりますので、ご了承願います。

①実施日程　　令和３年５月20日㈭～21日㈮
平 沢 芙 佐 子 様 宅 横
稲 園 会 館 前
旧 得 志 内 会 館 跡
北海道芸術高校グランド前
町 道 種 川 線 入 口
J R 仁 木 駅 前
久 保 康 典 様 宅 前
ふ れ あ い ３ ９ 駐 車 場
仁 木 大 橋 （ 旭 台 側 ）
中 川 章 人 様 宅 前
砥 の 川 会 館 前
平 内 バ ス 停 前

９:30～９:45

９:55～10:05

10:15～10:25

10:35～10:45

10:55～11:05

11:15～11:45

13:30～13:45

13:55～14:05

14:15～14:30

14:40～14:50

15:00～15:10

15:20～15:30

然 別 生 活 館
木 村 雄 二 様 宅 前
大江生活改善センター跡地
船 戸 隆 男 様 宅 前
鈴 木 　 保 様 宅 前
桜 ヶ 丘 学 園 前
銀山生活改善センター前
長 沢 口 バ ス 停 前
尾 根 内 会 館 前
� 川 雅 博 様 宅 前

９:30～９:45

９:55～10:05

10:15～10:35

10:55～11:05

11:15～11:25

11:35～11:45

11:55～12:05

12:15～12:25

12:35～12:45

12:55～13:05

５
月
　
日
㈭

20

５
月
　
日
㈮

21

※移動の関係上、時間の制約がありますのでご留意願います。
※動物を取り扱うため、注射実施の順番が前後することがありますのでご了承願います。
※排泄物の始末は、必ず飼主が行うようお願いします。
※飼い犬は必ず２メートル以内のくさり等でつなぎ、他人へ迷惑をかけない場所で飼育管理していただくようご協力願います。
※上記実施日に、戸別に往診を希望する方は、別途往診料（1,000円　税込）がかかります。希望する方は、５月14日（金）
までに住民課環境衛生係までご連絡ください。

企画課情報防災係
☎32-3953

土砂災害警戒区域の指定について

　土砂災害防止法に基づき、北海道により令和３年３月16日に下記の区域が「土砂災害警戒区域」に指定さ
れましたのでお知らせいたします。
　今月の広報紙と合わせて配布している「防災ガイドマップ」では、下記の区域を含む町内全ての土砂災害
警戒区域を確認できます。また、土砂災害警戒区域はホームページでも公開しています。
●ホームページアドレス　http://www.town.niki.hokkaido.jp/section/kikakuka/immd6j0000003yv9.html
●土砂災害警戒区域

指定区域名 所　　　　在　　　　地 自然現象の種類 
地すべり１－16－81　仁木然別 然別
地すべり１－17－82　銀山一丁目 銀山一丁目

お 問 い 合 わ せ 先

11 令和３年４月 10令和３年４月
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仁
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人
事

●産業課 農政係 技師

　道から派遣でまいりました岡内と申し
ます。十勝総合振興局で農業に関わる仕
事をしておりました。仁木町は果樹が盛
んでとても活気のある場所と聞いてお
り、そのような町で働けることを大変嬉し
く感じています。
　皆さまのお力になれるよう精一杯頑張
りますのでどうぞよろしくお願いします。

岡  内  　  丈 さん （29 歳）
おか うち じょう

道派遣
職員●ほけん課 保健係 保健師

　はじめまして、仁木町役場で保健師
として働かせていただくことになりまし
た古仲です。
　果物がおいしく、自然が豊かな仁木
町で働くことができ嬉しく思います。
　仁木町の皆さまが健康に毎日を過ご
すことができるように努めてまいります
ので、よろしくお願いします。

古  仲  早  那 さん （22 歳）
こ なか なさ

新入
職員

令和３年度 水質検査計画を公開しています

　町では、町民の皆さまに清潔で安全な水道水を
提供するため、国の基準に基づき水質検査を実施
し、安全の確認を行っています。
　水質検査の適正化を確認するため、水質検査計

画を毎年作成していますが、令和３年度（４月～
翌年３月）の内容については、役場ホームページ
（www.town.niki.hokkaido.jp）と建設課窓口で
公開していますので、ご利用ください。

　戸別受信機に内蔵されている乾電池の交換時期となりました。乾電池の有効期限は概ね１年間です。乾
電池が消耗すると、受信機が正常に作動しない場合があります。「まだ大丈夫」と思わず、定期的に電池を
交換しましょう。

防災行政無線戸別受信機の電池交換について

※新規取付けの場合、戸別受信機費用、設置費用は無料です。引越し・新築などにより、戸別受信機が設置されていない場合
は、企画課情報防災係までお問い合わせください。

※毎月、第３木曜日と第４日曜日の12時30分と18時30分に戸別受信機の試験放送を行っています。放送が流れない場合は、
企画課情報防災係までお問い合わせください。放送内容を聞き漏らしたときや放送を再度確認したいときは、☎32-3707
に電話することで、24時間前までの放送内容を聞くことができます。

地域包括支援センター
☎32-3855

お 問 い 合 わ せ 先

介護予防教室 参加者募集中 !!

｢フォローアップ教室」参加者募集中 !!
　仁木町では、いくつになっても住み慣れた地域でいきいきと自立した生活を送っていただけるよう、今年
度も夏季のフォローアップ教室（運動教室）を開催します！

●実　施　日　 計８回　カレンダーの　　印が実施日です。

●実施場所 　仁木町民センター交流ホール
●講　　師 　健康運動指導士　 岸本　和歌  氏
●留意事項 　動きやすい服装でご参加ください。タオルや飲み物は各自ご用意ください。送迎はありません。

フォローアップ教室・リハビリ Café ニキボーについてのお申し込み、ご不明な点については、地域包括
支援センターまでお問い合わせください。

５月 ６月 ７月 ８月

参加希望の声が多く聞かれるため、今年度より対象者を拡大します！65歳以
上の方であれば、どなたでも参加できます！65歳以下の方でも興味のある方
はお気軽にお声かけください！冬季の運動教室で行った運動を一緒に継続し
たいという方はぜひご参加ください！

※初めて参加する方は、第１部または第２部の参
加をお願いいたします（参加人数によって、時
間を変更していただく場合があります）。参加
人数が20名以上となった場合、65歳以上の方を
優先させていただきますのでご了承ください。

●実施時間　 第１部　午前９時30分から午前10時30分まで
　　　　　　 第２部　午前10時45分から午前11時45分まで
　　　　　　 第３部　午後１時30分から午後２時30分まで

日 月 火 水 木 金 土

30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

日 月 火 水 木 金 土

25 26 27 28 29 30 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 2930 31

リハビリ café ニキボーが始まります !!

　リハビリ専門職と一緒に、頭や身体について学
び・動かし、楽しみながら健康づくりができる教室
です。皆さんの地区に伺うため、身近で通いやすく
なっています。
　このリハビリカフェは65歳以上の方であれば、ど
なたでも参加できます。特に、「出かける場所がほ
しい」、「足腰の筋力が落ちてきた」、「認知症が
気になる」… など様々な心配事がある人もぜひ、ご

参加ください。出向くのが難しい方のために送迎も
行っています。５地区で年６回ずつの開催を予定し
ております。
　少しでも興味のある方、ぜひ参加してみたいとい
う方は、気軽にお声掛けください。また、「家族の
付き添いで行きたい」、「65歳以下だけど興味があ
る」、「地域に出向いてお手伝いしてみたい」とい
う方もぜひお問い合わせください。

●５地区で開催します
　①仁木地区（仁木町民センター）
　②然別地区（然別生活館）
　③大江地区（大江コミュ二ティセンター）
　④銀山地区（銀山生活改善センター）
　⑤尾根内地区（尾根内会館）

●交流の時間
運動後の休憩は、飲み物を飲みながら、おしゃ
べりの時間となります。参加者同士でお話をし
てくださってもかまいません。その他、身体の
ことや介護のこと、心配事や困り事などありま
したら、スタッフになんでもご相談ください。

●どんな人が来るの？
リハビリ専門職と、町の保健師や栄養士も一緒に担当します。

●時　　間
　13:30～15:30の約２時間です。

13 令和３年４月 12令和３年４月
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お問合わせ先　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレスHP
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お問合わせ先　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレスHP

　北海道警察では、皆さまの安心安全な生活を守るため日々努力しておりますが、その実現には、皆さま
のご協力が必要不可欠です。このコラムでは、皆さまに実践していただきたい様々なポイントをご紹介し
ています。今月は、４月の新入学期を迎え、今一度皆さまに確認していただきたい交通事故防止のポイン
トと、本格的な山菜採りシーズンを前に山菜採りによる事故の防止についてお話します。

余 市 警 察 署 だ よ り

国
民
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

●
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
は

　
１
６
６
１
０
円
で
す

　
令
和
３
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
６

６
１
０
円
（
前
年
度
か
ら
70
円
引
き
上
げ
）
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
毎

年
４
月
上
旬
に
送
ら
れ
る
１
年
分
の
納
付
書
、
口

座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
ま

す
。
納
付
書
で
の
納
付
は
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
で
き
ま
す
。
な
お
、
前
納
制

度
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
が
割
引
と
な
り
大
変

お
得
で
す
。

●
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
る
方
へ

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
て
い
る
方
で
、

４
月
以
降
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
に
は
、
４

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
は
が
き
タ
イ
プ

の
申
請
書
が
入
っ
た
封
筒
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
と
同
じ
学
校
に
在
籍
す
る
方
は
、

申
請
書
（
は
が
き
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。
在
学
す
る
学
校
等
に
変
更
が

あ
る
方
は
、
送
付
さ
れ
て
き
た
申
請
書
（
は
が

き
）
で
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
学
生
で
あ
る

こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
と
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
役
場
住
民
課
住
民
係
ま
た
は
小
樽
年
金
事
務

所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
に
係
る
照
会
や
相
談
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

小
樽
年
金
事
務
所
　
　
０
１
３
４
（
６
５
）
５
０
０
２

　 

住
民
課
住
民
係
　
　
　（
３
２
）
２
５
１
３

善
意
に
感
謝

　
次
の
方
々
か
ら
、
本
町
へ
貴
重
な
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
仁
木
手
話
の
会 

様
（
会
長 
東
郷
昌
弘
様
）

よ
り
▼
初
め
て
出
会
う
手
話 
４
冊
・
新

た
っ
ち
ゃ
ん
と
学
ぼ
う
！
耳
の
聞
こ
え
な

い
人
た
ち
の
こ
と 

６
冊
ほ
か
▼
手
話
・

聾
者
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め

●
北
後
志
消
防
組
合
仁
木
消
防
団 

様（
団
長 

金
子
英
治
様
）
よ
り
▼
ゆ
め
ぴ
り
か
１
升

×

30
袋
▼
小
学
校
入
学
記
念
品
と
し
て

春の安心・安全を実践しよう！

　例年、４月に入ると、行者ニンニクやタケノコ等の山菜を求めて入山し、山中で道
に迷ったり、沢に転落する事故が発生しています。
　山菜採りに入山の際は次の点に注意しましょう。

●行き先を家族に伝えましょう。
●無理に山奥に入らないようにしましょう。
●単独での入山は避けましょう。
●目立つ色の服装で入山しましょう。
●携帯電話やホイッスルを持ちましょう。 Ｒ元 .7.21 ～Ｒ３.３.31

618日仁木町内での事故発生状況

０件 ０人０人
３件 ３人０人

３月発生件数
Ｒ３年累計
※令和３年１月１日から人身事故のみ集計

区　分 件数 死者 負傷者

（
東
京
都
あ
き
る
野
市
）

（
北
　
町
）

戸
籍
の
窓

●
い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

　
関
　
　
哲
章 

さ
ん

　
河
原
　
由
佳 

さ
ん

　
加
茂
　
雅
之 

さ
ん

　
中
村
　
鈴
子 

さ
ん

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　
佐
藤
　
唯
愛 

ち
ゃ
ん （
北
　
町
）

　
�
本
　
丞
来 

ち
ゃ
ん （
銀
　
山
）

　
岡
崎
　
月
香 

ち
ゃ
ん （
東
　
町
）

　
佐
藤
　
王
騎 

ち
ゃ
ん （
北
　
町
）

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　
中
田
ヨ
シ
ヱ 

さ
ん （

104
歳
／
銀
　
山
）

　
藤
井
　
珠
江 

さ
ん （
86
歳
／
北
　
町
）

　
小
寺
　
信
二 

さ
ん （
88
歳
／
北
　
町
）

　
鴬
　
　
敬
子 

さ
ん （
77
歳
／
銀
　
山
）

　
阿
藤
　
克
江 

さ
ん （
73
歳
／
大
　
江
）

　
福
井
　
義
幸 

さ
ん （
71
歳
／
北
　
町
）　

　
井
内
　
孝
則 

さ
ん （
81
歳
／
旭
　
台
）　

ご
誕
生
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

米
田
　
詩
麻 

ち
ゃ
ん

　
北
町
の
米
田
圭
佑
さ
ん
宅
に
、３
人
目
の

お
子
さ
ん
が
誕
生
し
、『
仁
木
町
出
産
祝
金

支
給
要
綱
』に
基
づ
き
、
出
産
祝
い
金
を
贈

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
米
田
さ
ん
、
新
し
い
ご
家
族
の
誕
生
、
ま

こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

沖田八重子 様
（北　町）

村井　和子 様
（東　町）

※

沖
田
様
、
村
井
様
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
ご
意

向
に
よ
り
ご
芳
名
の
み
の
掲
載
で
す
。

花山ミヤ子 様
（尾根内）

仁
木
町
公
益
貢
献
賞

　
町
で
は
、
町
内
在
住
55
年
以
上
、
か
つ
88

歳
以
上
の
方
へ
、
町
の
公
共
事
業
及
び
公
益

の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
と
し
て
、
仁
木

町
表
彰
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
賞
状
と
記

念
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　
永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

新見　　尚 様
（南　町）

戸波　タヨ 様
（北　町）

木村　忠夫 様
（尾根内）

青木カズ子 様
（尾根内）

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
完
成

　
町
で
は
防
災
に
関
す
る
知
識
・
情
報
、余

市
川
の
洪
水
想
定
区
域
、土
砂
災
害
の
危
険

性
が
あ
る
区
域
な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め
た

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

滝
上
　
い
と 
さ
ん

　
こ
の
た
び
、滝
上
い
と
さ
ん
が
百
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、佐
藤
町
長
か
ら
お
祝

い
の
品
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
滝
上
さ
ん
、百
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
、今
月
の

広
報
紙
と
合
わ
せ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
や
地
域
な
ど
身
の
周
り
で
、
防
災
・

減
災
へ
向
け
た
取
組
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
企
画
課
情
報
防
災
係

　（
３
２
）３
９
５
３

15 令和３年４月 14令和３年４月

平
和
を
守
る
、
力
に
な
る
。

各
種
自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般

曹
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
、
一
般
幹
部
候

補
生
（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
）
、
医
科
・
歯
科

幹
部
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候

補
生
の
採
用
年
齢
が
、
18
歳
以
上
33
歳
未

満
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

　 

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
小
樽
地
域
事
務
所

 

　 

０
１
３
４
（
２
２
）
５
５
２
１

山菜採りによる事故の防止　「慣れた山にも、隠れた危険が！」

　春は多くの皆さまにとって新しい生活が始まる季節です。記念すべきの門出の季節に悲惨な交通事故を起
こさないよう、遭わないよう、今一度交通事故防止のポイントを確認しましょう！

●交通事故防止のポイント
　○通園・通学をする子供たちを交通事故から守ろう！
　○高齢者が安心して外出できる安全な社会を作ろう！
　○自転車も「クルマ」です！
　　・自転車は、車道が原則、歩道は例外　　　・車道は左側を通行
　　・歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行　　・安全ルールを守る
　　・子供はヘルメットを着用

●全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　○自動車に乗ったら、全ての座席で必ずシートベルトを正しく着用しましょう。

○体格等の状況によりシートベルトを適切に着用させることができない子供には、チャイルドシートを使
用しましょう。

●一人ひとりが「飲酒運転をしない、させない、許さない」という強い気持ちで飲酒運転を根絶しましょう

手をあげて 自分で守ろう 命の合図

　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行
委

員
会
で
は
、Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
の
演
舞
を
審
査
す
る

審
査
員
を
、「
市
民
審
査
員
」
と
し
て
全
国

か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
の
審
査

は
、あ
な
た
が
演
舞
を
見
て
感
じ
た
「
感
動
」

を
審
査
基
準
と
し
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
審

査
員
と
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

●
活
動
日
程

・
６
月
12
日
（
土
）
11
時
30
分
〜
19
時
30
分

・
６
月
13
日
（
日
）
９
時
〜
22
時

こ
の
中
で
、
ど
こ
か
の
３
〜
４
時
間

●
活
動
場
所
　
札
幌
市  

大
通
公
園
周
辺

●
活
動
内
容

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
お
け

る
演
舞
の
審
査

●
募
集
期
間
　
４
月
１
日
〜
４
月
30
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
募
集
要
綱
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※

応
募
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

 

　 

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行
委
員
会

 

　 

０
１
１
（
２
３
１
）
４
３
５
１

 

　 https://w
w

w
.yosakoi-soran.jp

HP
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　Niki配管設備　 32-2647

　脳神経外科よいち港南クリニック　 21-5566
　関組　 22-4782

●リハCaféニキボー（尾根内地区）　尾根内会館／13:30～15:30　 地域包括支援センター
　　32-3855  ※予約制

●リハCaféニキボー（銀山地区）　銀山生活改善センター／13:30～15:30　  地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●運転免許更新時講習  一般講習／13:00～ 初回講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

●広報『仁木』４月号発行　 総務課　 32-2511

　藤田設備　 080-3268-0706

　よいち整形外科クリニック　 48-5000
　長内水道配管　 32-2105

　高橋配管設備　 22-5571

　北郷耳鼻咽喉科医院　 23-5533
　堀川管工設備工業　 23-3032

　わたなべ内科医院　 22-3989
　北悠建設　 32-3101

　勝田内科皮フ科クリニック　 22-3843
　仁木フルーツの里歯科　 32-3744
　今野設備　 090-3118-4433

　中島内科　 22-3866
　佐久間歯科古平医院　 42-2648
　藤田設備　 080-3268-0706

　田中内科医院　 22-6125
　原歯科　 22-7301
　長内水道配管　 32-2105

●仁木町長選挙立候補届出受付　 町民センター／8:30～17:00　 選挙管理委員会　 32-2511  ※対象者のみ

●仁木町長選挙期日前投票開始日　 保健センター／8:30～20:00　 選挙管理委員会　 32-2511

●仁木町長選挙投・開票　 　投票：町内各投票所／7:00～18:00　　開票：町民センター／19:30～
　　選挙管理委員会　 32-2511

●無料あんしん法律相談　 保健センター／13:30～14:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制
●仁木町営住宅入居者募集申込開始日　 建設課　 32-2516  （５/13まで）

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～ 優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110
●第10回仁木町農業委員会総会  　委員会室／18:00～

●リハCaféニキボー（仁木地区）　町民センター／13:30～15:30　 地域包括支援センター　 32-3855  ※予約制

●無料あんしん法律相談　 保健センター／15:30～16:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

●フォローアップ教室　  町民センター／第１部 9:30～10:30　第２部 10:45～11:45　第３部 13:30～14:30
   　地域包括支援センター　　 32-3855  ※参加者募集中

●運転免許更新時講習  一般講習／13:00～ 初回講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

●リハCaféニキボー（然別地区）　然別生活館／13:30～15:30　 地域包括支援センター　 32-3855  ※予約制

●リハCaféニキボー（大江地区）　大江コミュニティセンター／13:30～15:30　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～ 優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

　Niki配管設備　 32-2647

　勤医協余市診療所　 22-2861
　関組　 22-4782

●広報『仁木』５月号発行　 総務課　 32-2511

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

昭和の日

　林病院　 22-5188
　今野設備　 090-3118-4433

　堀川管工設備工業　 23-3032

●仁木町営住宅入居者募集申込締切日　 建設課　 32-2516

●離乳食教室　 保健センター／10:00～12:00　 ほけん課　 32-2514  ※対象者のみ

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●戸籍、出生・死亡、ごみなどのお問合せは　      　住　民　課　  32-2513
●国保、介護、育児、健康相談などのお問合せは    　ほ け ん 課 　 32-2514
●その他、行政に関するお問合せは　　　　　    　総　務　課 　 32-2511

まちのカレンダー
まちの『どうしたらいいの？』は、以下の担当課までお問い合わせください

●令和３年５月●令和３年４月
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7 ㊎

　 北悠建設　 32-3101

●令和３年仁木町成人式　 町民センター／13:30～　 教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●３か月・６か月・９か月児健診　 保健センター／13:00～　 ほけん課　 32-2514  ※対象者のみ

　小嶋内科　 22-2245
　高橋配管設備　 22-5571
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日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 1

●仁木町長選挙期日前投票最終日　 保健センター／8:30～20:00　 選挙管理委員会　 32-2511
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ま
ち
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レ
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ら
し
の
伝
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板
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この春、町内では25名の
新一年生の皆さんが小学校
生活をスタートさせまし
た。お兄さん、お姉さんと
一緒に初めての登校。交通
安全指導員さんに見守られ
て横断歩道を渡ります。交
通ルールを身に着けるに
は、日々の積み重ねが大切
です。地域全体で、新一年
生の安全と健やかな成長を
見守りましょう。（撮影場
所／北町）今月の表紙 ●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

広
報
仁
木
で
は
、

広
報
の
表
紙
を
飾

る
、
町
内
の
四
季

を
切
り
取
っ
た
写

真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
い

た
だ
い
た
写
真
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

『
と
っ
て
お
き
の

仁
木
町
』
の
写
真

を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
応
募

方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

表
紙
写
真
募
集
中

特
　集

令
和
３
年
度  

仁
木
町
予
算
成
立

仁木町地域おこし協力隊コラム

●ひとの動き　（令和３年３月31日現在 住民基本台帳より）
　人口／3,147人（前月比－28）  男性／1,524人（前月比－23）  女性／1,623人（前月比－5）  世帯数／1,652世帯（前月比－６）
　外国人人口／42人  男性／7人  女性／35人  世帯数／37世帯　※外国人人口及び世帯数は外数です

の
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
任
期
３
年
目
が
ス

タ
ー
ト
。
あ
と
１
年
の
任
期
を
残
す

中
で
、
今
春
よ
り
新
米
ワ
イ
ン
ぶ
ど

う
農
家
と
し
て
耕
作
を
開
始
で
き
る

こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。
農
地
の

取
得
か
ら
営
農
計
画
の
作
成
、
融
資

の
手
続
き
、
そ
し
て
何
よ
り
栽
培
・

醸
造
の
研
修…

一
人
ひ
と
り
の
お
名

前
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
こ
こ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆

さ
ま
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
一
番
の
目
標
は
圃
場
整

備
。
譲
り
受
け
た
農
地
に
残
る
古
い

果
樹
や
防
風
林
を
伐
採
・
除
去
し
、

土
壌
の
改
善
を
進
め
て
、
来
年
以
降

の
本
格
的
な
作
付
け
に
向
け
て
じ
っ

く
り
備
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
少

し
で
す
が
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
苗
も

植
え
て
一
部
栽
培
を
始
め
る
予
定
で

す
。
近
年
の
苗
木
の
入
手
難
か
ら
、

今
年
の
作
付
け
は
無
理
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
幸
運
に
も
苗

木
の
手
配
の
メ
ド
が
つ
き
、
予
定
を

早
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。来
年
・

再
来
年
は
約
１
ha
ず
つ
段
階
的
に
作

付
面
積
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
品
種

は
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
、
シ
ャ
ル
ド
ネ

を
中
心
に
、
そ
の
他
の
品
種
も
４
〜

こ

仁木町
地
域

お
こし協力

隊
コ
ラ

ム

No.38

なぁ～に。地域をおこすって

仁木町地域おこし協力隊コラム

42021
令和３年

北海道仁木町広報紙／令和３年４月15日発行 通算797号

仁木町地域おこし協力隊

中　村　　　歩福  光  賢  治

５
種
類
織
り
混
ぜ
て
植
え
る
予
定
で

す
。

　
圃
場
は
東
町
の
フ
ル
ー
ツ
街
道
沿

い
の
高
台
に
あ
り
ま
す
。
近
隣
に
も

仁
木
・
余
市
を
跨
い
で
南
北
に
ワ
イ

ナ
リ
ー
が
点
在
し
、
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う

畑
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
東
の
山

を
越
え
れ
ば
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
栽
培
の

メ
ッ
カ
、
余
市
・
登
地
区
で
す
。
自

分
は
ま
だ
ほ
ん
の
駆
け
出
し
で
す

が
、
先
行
す
る
旭
台
エ
リ
ア
に
続
く

産
地
に
な
っ
て
い
け
れ
ば…

と
期
待

が
膨
ら
み
ま
す
。

　
過
去
２
年
間
、
仁
木
・
余
市
は
も

ち
ろ
ん
、
道
内
各
地
で
の
研
修
や
圃

場
の
見
学
を
通
じ
て
、
道
内
の
新
し

い
生
産
者
と
の
面
識
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
従
来
栽
培
が
難
し
い
と
言
わ

れ
て
い
た
地
域
で
も
果
敢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
生
産
者
か
ら
は
大
き

な
勇
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
北

海
道
全
体
で
ワ
イ
ン
作
り
の
気
運
が

盛
り
上
が
る
中
、
そ
う
し
た
動
き
を

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
仁
木
で
ワ
イ
ン

ぶ
ど
う
農
家
を
始
め
る
メ
リ
ッ
ト
も

感
じ
て
い
ま
す
。①
気
候
条
件
に
恵

ま
れ
て
い
て
、
凍
害
な
ど
の
リ
ス
ク

が
少
な
い
②
先
輩
生
産
者
が
多
く
、

知
識
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
③
新
規

就
農
の
仲
間
も
多
く
、
サ
ポ
ー
ト
し

合
え
る
環
境
④
町
が
新
規
就
農
者
の

受
け
入
れ
に
寛
容
、
な
ど
な
ど
。

　
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
条
件
を
活
か

し
な
が
ら
、
早
く
自
立
し
た
生
産
者

に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
自
分
の

畑
で
の
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ワインぶどう農家としての
スタートラインに立ちました！
ワインぶどう農家としての
スタートラインに立ちました！


